（都市計画総局　川原田　質問　）

１．六甲道駅南・新長田駅南の再開発について
　六甲道駅南及び新長田駅南の周辺は、９年前の震災において、壊滅的なダメージを受け、精神面でも生活面でもまだまだその傷は癒えていないのが現状である。とはいえ、両地域を東西の神戸の副都心とすべく、震災直後から始められた両駅周辺の再開発事業は着実に進められ、特に六甲道駅周辺では、最後のメインビルとなるウェルブ１番街も完成し、区役所ビルと公園等の整備を最後に開発を終えようとしている。
 また、新長田駅周辺開発では、先ごろ、住居者の入居に先駆けて、アスタくにづか３番館の店舗部分がオープンし、八千代ムセン及び周辺テナントがオープンした。特に新長田周辺では、星電社がなくなったあと、大型電気店が無く、地元住民の方から、歓迎の声を聞いており、オープン当日後の連休は、たくさんの人々でにぎわっていたと聞いている。新長田はまだまだこれからも再開発が続けられる予定であり、たくさんのテナントが今後も次々とオープンすることとなる。今後新しいビルへの入居を予定している地元のお店の方からは、これだけたくさんのテナントがオープンし、本当にお客さんを呼べるのか、今後、新しいテナントでの再出発を控え、非常に不安であることを伺っており、そうしたいきさつから、アスタ３番館のオープンが盛況であるという情報に、非常に喜ばしいことだと考えている。

　そこで、１週間を経てどうなのか、実際に日曜日にアスタくにづか３番館に足を運んでみたが、八千代ムセン内は確かに人でいっぱいであったが、空きテナントも見られた。昨日、駒ケ林から新長田のアジアギャザリーまで買い物をしながら再度歩いてみたが、水曜日に休みの店が多いこともあってかお客さんがまばらな感じがした。

　雑貨屋の若いオーナーと話をした際に、「この街の雰囲気が好きで、南側の2号線を渡るデッキも出来てビルも全部完成したら、かなり便利できれいなまちになると思う。若い人にもっと集まってもらって、住んでもらいたいから、ビルの中のテナントをどうやったら若者が集まる拠点となるのか、真剣に考えてほしい。」と言われた。
  確かにそう言われると、六甲道周辺も開発途中は、この先どうなるのだろうかと心配していたが、今はきれいになってお店が増えて活気が戻ってきつつあると思う。
  新長田の地域で、地元の商店街や町の活性化のために作られた「TMO」という会社がある。新長田の名物を探し出し、「ぼっかけカレー」や「ぼっかけおにぎり」などをプロデュースし、コンビニで売られている。また、お好み焼き・そばめしのまちとしてマップを作成し、駅においたりマスコミに取り上げられたりしている。こうしたものこそ、これからの新長田のまちづくりに向けて地元から発信し、地域外の人に「行ってみたいと思わせる」良い企画だと考える。
　新長田にはほかのまちにない、韓国やベトナムといったアジアの食材やお店がたくさんある。また、シューズプラザの近くに観光バスがたまに止まるそうだから、「復興したまち・よみがえったまち」ということも売りのひとつになっているのかも知れない。
　いずれにしても今後重要なことは、ビルやインフラができあがった後での最後のきれいになった街をイメージして、どういう街を描くことができるか、ではないかと思う。即ち、「このフロアは何店舗にするか」というのを行政的に決めていくのも大切だが、「このフロアはこういうフロアにしてこういう人に集まってもらおう」というようなコンセプト作り、思い切った新しい発想が必要だと感じる。
（１）テナントの入居状況・定着状況・入居予定状況について

　再開発ビルのオープン後のテナント入居状況、入居後の定着状況及び今後の入居予定状況を教えて頂きたい。

（２）地元店舗とチェーン店の割合について

　チェーン店が多く入居すると地元の店の経営が困難になったり、まちの個性がなくなったりすると考えるが、現在及び、今後入居するテナントの地元の店とチェーン店等の割合を教えて頂きたい。

（３）今後、更なる再開発が新長田駅周辺で予定されているが、再開発事業に関して今後の集客見込みと集客に向けての抜本的な対策を教えて頂きたい。

（４）JR新長田駅への快速電車の停車について

　新長田はあれ程整備が進んでいるのだから、ＪＲの快速を新長田駅に停車させるよう要請すべきと考えるがどうか。　

（神戸市回答　都市計画総局）

　

　現在のテナントの入居状況であるが、六甲は現在12棟が竣工しているが入居状況は、99％ で100％に近い状況である。新長田についても12棟が竣工している状況であるが入居状況は契約率93％である。今年度先日の久保5に加えて、久保6二葉5の2棟のビルが完成するが、この3棟の契約状況も現在90％程となっている。年度末にはアーケードも完成するということで、今年度末には商業軸の復興の大きな節目となる。

　久保5のビル開店以降毎日の様に地元に足を運んで地元の方々と直接話をさせていただいているが、多くの方から「あの4日間のイベントであれだけ人がくるとは予想もしていなかった。」「その後も震災前のお客さんが来てくれるようになったのがうれしい」等の話を聞いている。私ども再開発を進めていく者としても店舗誘致には大変勇気をつけられた。今後とも引き続き店舗誘致に努めたい。

　入居店舗の定着状況であるが、六甲についてはこれまでに、2店舗が退店しているが、この2店舗についてはすでに新しい店舗と契約をしていて来年2月には開店頂く予定になっている。我々としては店舗コンセプトということで「庶民性と先進性のにぎわいづくり」ということを考えている。新長田のまちというのは従前の権利者がいなければ復興もしないし、権利者だけでも復興しないということで、従前の店舗を補完する新たな専門店の誘致を行うように考えている。

　六甲については完成した12棟のビルの従前権利者分が店舗数で50％面積で25％を占めている。新長田では店舗数で75％面積で65％が権利者床が占めている。

　店舗の誘致についても地元の意見を反映させて進めていきたい。また、チェーン店の誘致に際して、地元とバッティングが生じた時も個々の店舗ときめ細かく対応を相談していきた。

　新長田は、今年度末に商業床の入居が進展して商業機能がいよいよ動き出すという段階であり、今後は地元の新長田という商業の地元のエネルギーを発揮して頂いて、定着していただけるものと期待している。　　

　今後の入居予定状況についてであるが、六甲については後2棟で14棟が年度内に完成するが、ほぼ100％の契約が出来るものと考えている。

　新長田については12棟プラス6棟が竣工して、15年度末までに18棟が完成するが、約9割の契約率が見込まれるものと考える。年度末までに久保6丁目の大正筋側のビルと二葉5丁目のビルの2棟のビルが完成するが、オープンの状況について説明させて頂く。久保6のビルについては5階建で、1・2階が従前権利者を中心として店舗が入居することとなっている。3階は神戸新聞文化センター、ながたＴＭＯが来年2月にオープンすることになっている。4・5階が200席ほどの収容が可能で地域の方々がイベント等に利用できるようになっている多目的ホールと、スタジオが来年3月にオープンする予定である。

二葉5丁目のビルであるが、地下１階が飲食街、１階ではキッチンスタジオいわゆる料理学校が3月にオープンする予定となっている。2階から4階が公共施設となっており3,500㎡の特別養護老人ホームと600㎡の神戸市の歯科センターである口腔保険センターが来春オープンする。

　新長田駅南地域は、従来商店街・市場の集積した市内でも最も有数の商業地域であり、復興再開発事業の推進にあたっては、商業の復興は住宅の復興とともに大きな柱であり重点的に力を注いでいるものである。

　新長田駅南地域の南北の商業軸は国道の北側の新長田1番街と国道の南側で六間道に至る大正筋商店街がある。それぞれ地元商店街を中心とした個性ある専門店とあわせて、幅広く集客出来る魅力ある核店舗、例えば八千代ムセン等の電気店をまず誘致したいということでやっている。更に北側の商店街でもそういった核店舗を誘致していきたい。

　また、再開発区域の南側において大阪ガス跡地に、ホ－ムセンター、温浴施設、飲食店舗を備えた「ネストガーデン長田」の開発がすすんでおり、来春にはオープンする予定と聞いている。

 これらの施設ともタイアップし、新長田駅南地域がより集客力を持つことができるよう、今後とも頑張っていきたい。

 まちへの集客力を高めるためには、地域の特色ある魅力づくりが重要である。そのため再開発事業区域内において、出来るだけ地元の皆さんの意見を聞いた上で地域の特色を出した魅力づくりを進めているところである。現在、地元においてもＴＭＯを中心として「長田ラテンミュージックストリート」や「よさこい祭り」などのお祭・イベント等が積極的に行われており、市としてもこうした地元の集客力へ結びつける取り組みに側面から支援してまいりたい。
　地元の皆様方はＴＭＯを中心として、ぼっかけカレーやそばめし等の新長田の特色を生かした開発等努力されている。

　ただ集客に対して抜本的な対策があるのかというと、我々としては地元の皆様方の支援をして、一緒に行動することが精一杯で、これという対策が見いだせないでいる。もしなにか、「こういうものがおもしろい」というものがあれば、ご指示を頂きたいと思っている。

ＪＲ新長田駅への快速電車の停車については、地元においても長年の要望であり、平成12年8月に「‘ＪＲ新長田駅に快速電車を’区民の会」が発足し、平成13年第1回神戸市会において「ＪＲ新長田駅の快速電車停車に関する請願」が採択されたほか、署名活動等もあり15,000名の署名を集めＪＲ西日本神戸支社に提出するなど、地元として様々な活動を行っている。

　地元からの要望に対し、ＪＲ西日本神戸支社からは、2つの課題が挙げられている。１つはホームの長さが足りないということである。現在の新長田駅ではホームの長さが現在180ｍ程あるが、快速電車停車ということになると最大で80ｍ程不足しているため、大規模な改修工事が必要となる。もう1つはダイヤの問題である。例えば、三宮では快速電車が停まるピーク時には25％の増となる。快速停車駅に新長田駅を追加することはダイヤの作成上からも非常に困難であるとの事である。
　現在の状況は、実現は非常に厳しいものではあるが、新長田の活性化のため、市としても企画調整局が窓口となって地元とともに要望しているところである。にぎわいのあるまちづくりをすすめるとともに、事業進捗によって乗降客の増も見込まれ、また快速電車が止まると逆に新長田のまちが活性化するという相乗効果が期待できるので、都市計画総局としても支援していきたい。

（要望）

　新長田は、神戸の復興のシンボルだと思う。震災時、テレビでもずっと新長田を映していた。そのまちがどう変わるかは全国の人も注目しており、うまく人を集客できるようなことを考えていただきたい。

